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第２号議案 令和８年度事業計画(案)並びに収支予算(案)について 

 

１．令和８年度 明知鉄道沿線地域公共交通活性化協議会事業計画（案） 

 

 今年度は、明知鉄道沿線地域公共交通計画（平成３１年度～令和８年度）に基づく

取り組みが８年目となります。本計画の目標達成に向けた事業は、昨年度の取組み評

価から得た課題と対応を踏まえて、引き続き明知鉄道を基軸とした公共交通ネットワ

ークを構築していきます。 

 事業内容は、主に次のとおりとします。地域全体で創り守り育てる意識を持っても

らうよう地域、事業者、行政が協働して取り組んでいきます。 

 合わせて、次期明知鉄道沿線地域公共交通計画の策定について、協議を行っていき

ます。 

 

（１）会議 

会議名 主な内容（予定） 

第１回協議会 

(令和８年６月 10 日) 

1．令和７年度事業報告並びに収支決算報告について 

2．令和８年度事業計画(案)並びに収支予算(案)について 

3．明知鉄道沿線地域公共交通計画（別紙）について 

 （地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統）） 

4．明知鉄道生活交通改善事業計画について 

5．明知鉄道沿線地域公共交通計画の一部改定について 

6．明知鉄道沿線地域公共交通計画の策定方針について 

第２回協議会 

（令和８年９月） 

1．明知鉄道沿線地域公共交通計画の策定について 

 ・基本方針（骨子）・目指すべき公共交通体系・施策・事業 

第３回協議会 

（令和８年 11 月） 

1．明知鉄道沿線地域公共交通計画の策定について 

 ・計画（案）【施策・事業】 

第４回協議会 

（令和９年１月） 

1．地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

  （地域内フィーダー系統） 

2．令和９年度活動方針（案）について 

3．明知鉄道沿線地域公共交通計画の策定について 

 ・計画（案） ※１月パブリックコメント  

第５回協議会 

（令和９年３月） 

※必要に応じて 

1．明知鉄道沿線地域公共交通計画の策定について 

 ・計画（案） 
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（２）取り組み事業の一覧 

目標 施策 事業 

【目標１】 

公 共 交 通 を

「支える」「活

用する」地域

住 民 の 活 動

促進 

1.公共交通を「活用」

する市民の意識づくり

1.観光列車やイベントでの市民による活動 

2.地域イベントと連携した公共交通の活用 

3.ＳＬの復元を通じた地域づくり 

4.待合時間を有効活用できる結節点 

2.公共交通を「支え

る」市民の活動促進 

1.明知鉄道が有するさまざまな価値の発信 

2.沿線環境の整備 

3.収入源の拡大 

4.モビリティマネジメントの推進 

３．運転手確保に向け

た取り組み 

１ 職業紹介企業との連携による募集活動 

２ 資格取得の奨励策の調査・検討 

【目標２】 

持 続 可 能 な

地 域 公 共 交

通ネットワー

クの形成 

1.地域全体の総合的

な公共交通ネットワー

クの形成 

1.恵那駅周辺での循環線の新設 

2.バス路線の見直し 

3.明知鉄道の１時間１本化 

2.快適な公共交通利

用環境の整備 

1.施設の更新 

2.Ｐ＆Ｒ、サイクルトレインの推進 

3.鉄道・バス共通１日乗車券の発売 

3.関係者との連携強

化 

1.恵那峡線・大井町東線・大井町西線・明智線の改善・利用促進 

2.隣接自治体との関係強化・組織間ネットワークの充実 

【目標３】 

域 外 か ら 来

た 人 や 高 齢

者が抵抗なく

自 然 に 移 動

で き る 環 境

の整備 

1. 当 地 域 に 適 し た

MaaS の実現 

1.運賃のキャッシュレス化 

2.人とアプリによる「交通コンシェルジュ」 

3.日帰り旅コースの設置・運用 

4.定額制乗り放題運賃・年間パスポート 

5.モードを跨いだ運賃設定 

6.移動データの取得 

２．新たな技術を活用

した付加価値向上 

1.自動運転の導入推進 

2.EV 車両の導入推進 

３.バリアフリー化を通

じ た サービ スアップ

（ 現 状 維 持 か ら 発 展

へ） 

1.駅舎などのバリアフリー化 

2.ボランティア車掌の創設 

3.外国語案内・バス系統番号の表示 

４.観光列車の推進 1.観光列車と広報・周知の充実 

2.観光列車やイベントでの市民による活動（再掲） 
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（３）重点的に取り組む事業 

【目標１】公共交通を「支える」「活用する」地域住民の活動促進 

①モビリティマネジメントの推進〔１－２－４〕中津川市・恵那市 
 バス利用促進イベントや運転免許証返納の促進、医療・福祉との連携など、多様な

方法で公共交通の利用へつなげる取組みを行う。 
 ・【継】乗り方教室（地域・学校・イベント・指導者）の継続開催 

    （10/24 まちなか市、11/8 えな健幸フェスタ、ラリーイベント など） 

 ・【継】高校生を中心とした市民への公共交通利用促進 PR 活動 

 ・【継】キャッシュレス決済の利用促進 

 ・【継】路線マップの作成配布 

 ・【継】シンポジウムの開催  

 ・【拡】グリーン会員証やワンコインパスポートの購入会の増加 

 ・【拡】えーなまち得公共交通応援事業の参加店舗の拡大及び周知の強化 

 ・【新】中津川市高等学校等バス通学費補助金制度の創設 

 ・【新】自主運行バスの愛称募集 

 ・【新】地域公共交通を利用した周遊イベントの開催 

 ・【新】6/1 商店街と連携したまちなか巡回バスと商店街の利用促進 

 
 

②交通事業者との連携による募集活動〔１－３－１〕中津川市・恵那市 

 就職・転職支援企業を通じた求人募集や合同説明会への出

展など、運転手確保に向けた取り組みを行う。 

 ・【継】ビジネスサポートセンターによる紹介  

 ・【継】8/1 中津川・恵那おしごとフェアの開催  

 

 

【目標２】持続可能な地域公共交通ネットワークの形成 

③バス路線の見直し〔２－１－２〕恵那市 

 既存バス停だけでは対応できない町内の移動、バス停から遠い地点とバス停との移

動を確保するために、ボランティア輸送実施団体を含めた

交通関係者と連携し、新たな移動手段の検討を行い、交通

空白地の解消を推進する 

 ・【継】移動可視化データの分析に基づく、一体的な交通ネ

ットワークの再編 

 ・【新】10/1 いいじ里山バスの恵那病院や恵那駅までの域外

延伸（貨客混載）及び高校生の通学便の新設 

（イベント時乗り方教室） （シンポジウム） （商店街連携）

（人材確保）

（いいじ里山バス）
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④施設の更新〔２－２－１〕明知鉄道・中津川市・恵那市 

 鉄道施設及びバス車両において、国・県の補助を活用しながら、施設等の更新を進

めていく。詳細は、明知鉄道沿線地域公共交通計画 別紙 地域公共交通確保維持事

業（地域内フィーダー系統）（資料４）及び明知鉄道生活交通改善事業計画（資料

５）を参照 

 

【目標３】域外から来た人や高齢者が抵抗なく自然に移動できる環境の整備 

⑤運賃のキャッシュレス化〔３－１－１〕恵那市・交通事業者 

 運賃をキャッシュレス化し、乗降時の円滑化等、利用性の向上を行う。 

・【継】キャッシュレスの利用促進・・・デジタル回数券・定期券・PayPay 

 

⑥日帰り旅コースの設置・運用〔３－１－３〕恵那市 

  公共交通の総合案内所「恵那市交通コンシェルジュ」を通じて、公共交通機関を

使ったおでかけのモデルコースを増設した利用促進を行う。 

 ・【継】公共交通や施設の情報と運賃を一括で支払えるような仕組みの構築 

 ・【拡】モデルコースの追加設定 

 

⑦定額制乗り放題運賃・年間パスポート〔３－１－４〕交通事業者・恵那市 

 ・【新】シェアサイクルを含めた一日乗り放題パスポートの検討 

 

⑧自動運転の導入推進〔３－１－３〕恵那市 

  移動サービスにおける自動運転の活用を通じた持続可能な地域のモビリティ確

保に向けた検討を行う。 

 ・【拡】自動運転バスレベル４運行に向けた実証運行

の実施 

  実施場所：岩村城下町（昨年度と同地区） 

  運行期間：R8 年度秋（90 日間程度） 

  車両購入：10 人乗り EV 車両（予定） 

  インフラ整備：路車協調（信号連携） 

 

 

⑨観光列車と広報・周知の充実〔３－４－１〕明知鉄道 

  昨年度、単発企画で実施した「あみもの列車」の定期開催 

・【拡】あみもの列車の運行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（自動運転バス実証実験）

（企画列車） 
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２．令和８年度 明知鉄道沿線地域公共交通活性化協議会収支予算書（案） 

    

【収入の部】                           （単位：円） 

款 項 目 
本年度 

予算額 

前年度 

予算額 

比較増減 

(R8－R7) 
説 明 

1 負担金 1 負担金 1 負担金 5,999,000 3,000,000 2,999,000 
恵那市（通常分・計

画策定） 

2 補助金 1 補助金 1 補助金 6,239,000 7,354,000 -1,115,000 
国庫（フィーダー、

調査事業） 

3 繰越金 1 繰越金 1 繰越金 243,061 1,138,009 -894,948 前年度繰越金 

4 諸収入 1 諸収入 1 雑入  939 991 -52 預金利息 

合  計 12,482,000 11,493,000 989,000 

 

 

【支出の部】                           （単位：円） 

款 項 目 
本年度 

予算額 

前年度 

予算額 

比較増減 

(R8－R7) 
説 明 

1 運営費 

1 会議費 1 会議費 60,000 60,000 0 協議会開催経費 

2 事務費 1 事務費 50,000 50,000 0
消耗品費、役務費、

印刷費など 

2 事業費 1 事業費 1 事業費 12,272,000 11,283,000 989,000

事業 PR、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳ

ﾑ、利用促進（バス

時刻路線ﾏｯﾌﾟ作成

等）、乗り方教室、

計画策定費、フィー

ダー・調査事業補助

金 

3 予備費 1 予備費 1 予備費 100,000 100,000 0  

合  計 12,482,000 11,493,000 989,000  

 


